
Index

14
2015.7

Newsletter
岡山大学　ダイバーシティ推進本部　男女共同参画室

文部科学省科学技術人材育成費補助金「テニュアトラック普及・定着事業」 Vol.

Information「Open Campus 参加」／「新くるみんマーク」取得／
お手軽簡単 Recipe ／新室員紹介／編集後記   4 

第Ⅵ期 WTT 教員３名着任   1
第Ⅲ期 WTT 教員３名がテニュア教員へ   2
女性研究者シーズ集／おかやまサイエンス・トーク／
女性サポート相談室だより   3

注：�WTT（ウーマン・テニュア・トラック）制度は、女性若手研究者が５年間、自立した研究者としての経験を積み、テニュア教員の採用基準に達して
いると評価された場合に、�テニュア教員として採用される人事システムです。�
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  ● 大学院環境生命科学研究科（農）

［ 研究内容 ］　微生物の持つ優れた機能は、すでに医療分野や環境分野などで広く利用されて
いますが、環境中にはまだ多くの可能性を秘めた微生物が存在しています。私はオミクス解析
や遺伝子組み換えを用いて、微生物の持つ様々な機能を明らかにするとともにその有効活用を
目指します。

［ WTT 教員になっての抱負 ］　博士課程修了後、アメリカ留学、大学、病院での研究経験を経て今回 WTT のチャ
ンスを頂きました。工学、医学、農学と分野を飛び越えた様々な場所での研究経験を、今後自分オリジナルの
研究を立ち上げていくうえで生かしていきたいと思っています。また、これまで多くの先生から学んできた研
究を行う上での考え方を大事にしながら、一歩一歩進んでいきたいと思っています。どうぞよろしくお願い致
します。
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  ● 大学院環境生命科学研究科（環）

［ 研究内容 ］　惑星大気、海洋、微小生物、微粒子分散系などの様々な分野における流体に関
係する諸問題を、数理的な立場から理解することを目標に研究を行っています。

［ WTT 教員になっての抱負 ］　私の所属する環境生命科学研究科には、様々な分野を専門と
する研究者が集まっています。多くの方々と連携することにより、多くの新しい知識を吸収し、

より広い視野を持って問題に取り組み、WTT 教員として与えて頂いたこの機会を最大限に活かしていきたいと
思っています。また教育では、「分かって嬉しい・学んで良かった・調べるのが楽しい」と学生さんに思っても
らえるよう、試行錯誤しながら精進いたします。どうぞよろしくお願いいたします。
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弥  ● 大学院環境生命科学研究科（環）

［ 研究内容 ］　私たちは日常的に医薬品、化粧品、洗剤などを使用しています。これらに含ま
れる化学物質は環境中に出て、悪影響を与える可能性があります。私はこのような物質が環境
中でどこに行き、どのように変化し、生物などにどのような影響を与えるかを知るため、分解
性試験や環境中濃度モニタリング、バイオアッセイなどを用いた環境動態や生態リスクの研究
を行っています。

［ WTT 教員になっての抱負 ］　この度 WTT 教員のチャンスをいただき出身地である岡山へ帰ってこられまし
た。着任したばかりですが、事務の方々や教員の皆様にいろいろとお世話になっており、少しでもお返しでき
るよう研究や教育に励んでいきたいと思います。これまでの自分の専攻を生かしつつ、幅広い分野の方々がい
らっしゃる環境生命科学研究科でさまざまなことを吸収し、成長していきたいと考えています。

第Ⅵ期 WTT 教員３名着任（H27.4.1）
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第Ⅲ期WTT教員３名がテニュア教員へ

日浅　未来
● 大学院医歯薬総合研究科（薬）

　３年間の WTT 期間を終え、平成27年４月よりテニュア教員として採用されました。
振り返れば、WTT 教員の頃は無我夢中でしたが、同期の先生方にも恵まれ、男女共同
参画室の皆様や研究室の皆様のサポートのおかげで何とかここまでたどり着くことが
できました。荒削りなやり方だったと思いますが、研究資金を獲得し、学生さんを指
導しながら一緒に研究し、研究発表し、新たな人たちと出会うという、よい研究リズ
ムが掴めたのではないかと思います。今後はさらに研究を発展させていきたいと考え
ています。プライベートでは仕事と家庭の両立に向け
て家族の理解を得ることができ、現在は日々試行錯誤
中といったところです。岡山大学での女性研究者とし
てのロールモデルとなれるよう、これからさらに気を
引き締めて取り組んでいきますので、今後ともよろし
くお願いいたします。

山本　ゆき
● 大学院環境生命科学研究科（農）

　平成27年４月１日に辞令を拝命し、環境生命科学研究科のテニュア教員として新規
採用していただくことになりました。テニュアトラック教員の時と所属は同じですの
で、とりたてて大きな変化がある訳ではありません。ですが、「助教 （特任） 」から （特任） 
が消えたのを目にしたとき、安堵すると同時に、今まで以上に責任が大きくなったこ
とを感じました。
　テニュア教員としての最初の１日は、WTT 同期で同じ農学部に所属する門田先生
と一緒に、農学部の先生方へご挨拶に伺うことから始まりました。皆さまお忙しい中、
笑顔で対応して下さいました。今後農学部を盛り上げ
て行くスタッフとして、微力ながらもお役に立ちたい
と思います。また、テニュアトラック期間中には、メ
ンターの先生を始め、農学部動物生殖生理学研究室や
岡山大学男女共同参画室の皆さまなど、とても多くの
方々にお世話になりました。これから少しずつでも、
研究・教育を通してお返ししていきたいと思います。

門田　有希
● 大学院環境生命科学研究科（農）

　あれよあれよという間に、三年が経ちました。来た当時のことは今でもよく覚えて
います。WTT 教員として研究をすることに不安を感じつつ、新たな場所で、新たな
メンバーと研究を始めることに、非常にワクワクしていました。この三年間本当にい
ろいろありました。思い悩んだことも、どうしようもなく落ち込んだことも、必死に
なったことも、うれしくて飛び上がったことも。ただ一つ言えることは、今もこうし
て、大好きな先生、学生さんたち、共同研究者の人たちと研究を続けることができて、
幸せだなということです。「この三年間で、研究者とし
て、そして教育者として、少しは成長できたのかしら？」
と思う反面、「まだまだだなあ、もっと成長したい！」
という気持ちは日々強くなっている気がします。この
三年間の経験を活かしつつ、初心を忘れず、次の目標
に向かって私なりに成長したいと思います。今後とも、
どうぞよろしくお願いいたします。
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　今年度初回のキャリアカフェは、２つの記念日となりました。
　１つは、2010年から始めたこのカフェも、諸事情で2012年
からリセットされましたが合計して20回目を迎えたことと、も

う１つは初めて男性が参加してくださったことです。
　９名のママたちそしてパパとの情報交換は、子育ての大変さを笑いに変えた楽しい時間と
なりました。小学２年生の子どもとお風呂の中で反省会を繰り返すママ、３歳と２ヶ月の子
どもより、ひげの生えた長男に手を焼くママ、靴下さえ動かそうとしない夫の話など、いつ
の間にかパパへの不満も噴出しましたが、それぞれの両立話に花が咲きました。
　次は30回を目指し、そしてパパたちの参加が増えることを願いながら続けていきたいと思っています。

相談室だより

完 成
［平成27年度］

おかやま
サイエンス・トーク

　サイエンス・トークは、中学生・高校生の皆さ
んに理系分野の勉強や進学に関心を持ってもらう
ことを目的に６年前から実施しています。WTT
教員と大学院生による研究紹介やフリートーキン
グを通して、科学の魅力を伝えます。本年度は以
下の４校での開催を予定しています。

開 催 校 日　程
岡山大学教育学部附属中学校 ７月13日（月）

岡山県作陽高等学校 ７月15日（水）

岡山県立高松農業高等学校 ７月27日（月）

岡山県立倉敷中央高等学校 10月26日（月）　WTT 制度で採用された教員が、この春で合せて19
名になりました。
　男女共同参画室では、WTT 教員の研究内容を多くの
方に知っていただくために、シーズ集を作成いたしま
した。本誌が共同研究の芽になればと願っております
ので、ぜひご覧ください。

アジア最大のバイオ展
「ライフサイエンスワールド2015」で紹介
　平成27年５月13～
15日、東京ビックサ
イトで開催されたア
ジア最大のバイオ展
において、シーズ集
を配布し、多くの方々
に紹介しました。

サイエンス・トークサイエンス・トークサイエンス・トークサイエンス・トークサイエンス・トークサイエンス・トークサイエンス・トーク
$"#'［平成27年度］$"#'［平成27年度］

おかやま$"#'おかやまOka yamaおかやまOka yamaおかやま
サイエンス・トーク

Oka yama
サイエンス・トーク  S cience T al kサイエンス・トーク  S cience T al kサイエンス・トーク

Oka yama
  S cience T al kOka yama

サイエンス・トーク
Oka yama

サイエンス・トーク  S cience T al kサイエンス・トーク
Oka yama

サイエンス・トーク

相談はこちらへ　● メールアドレス：support-w@adm.okayama-u.ac.jp　● 電話番号（代表）：086-251-7011

第10回 キャリアカフェ
［開催日時］平成27年５月27日（水）
［場　　所］自然科学系総合研究棟　６階　女性サポート相談室

岡山大学女性研究者シーズ集
− WTT 教員編−
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国立大学法人　岡山大学
ダイバーシティ推進本部　男女共同参画室
〒700-8530
岡山県岡山市北区津島中一丁目1番1号
TEL：086-251-7011　FAX：086-251-7033
Email:sankaku1@adm.okayama-u.ac.jp
http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/danjo

お問い合せ

　今年度は、第Ⅵ期の WTT 教員３名を迎えることになりました。また、
WTT 制度で採用された先生は合計19名、内10名がテニュアを取得されまし
た。そうした先生方が、妊娠・出産を経て、母親となられ、研究と子育てを
両立しながら活躍されている様子が室にも届いております。今年作成いたし
ましたシーズ集でも、最後のページに「ママとしての WTT 教員」として紹
介しておりますので、ご覧いただけますと幸いです。女性の両立には、男性
の理解と支援が不可欠です。男女共同参画室では、女性だけでなく、男性
研究者への支援も行っており、研究支援員事業やスキルアップ研修は、男性
も対象となっていますのでぜひご利用ください。これからも性差を問わず働
きやすい職場づくりを目指してまいりますので、ご支援をお願いいたします。

編集後記

［ 材料 ］	 ３～４人分
	 鶏もも肉		２枚
	 トマト（大）		１個	→	乱切り
	 玉ネギ		１個	→	厚切り
	 バター		４g／ケチャップ		大２
	 マスタード		少々／パセリ		少々

①　 鶏もも肉に塩・粗挽きこしょうを両面に
かける。

②　 フライパンを熱し、皮の方から中火でじっくり焼く。
③　 皮に焼き色がついたら、裏返し、バター・玉ネギを

入れてふたをして蒸し焼きにする（２～３分程度）。
④　鶏もも肉を取り出す。
⑤　 フライパンにトマトを入れ、玉ネギと一緒にケチャッ

プ・マスタードで炒める。
⑥　 食べやすい大きさに切った鶏

もも肉の上に⑤をかける。
⑦　パセリのみじん切りをのせる。
⑧　 冷蔵庫にある野菜を添えて、

出来上がり。

お手軽    簡単Recipe 第３回
鶏肉の
トマトソース焼き

パリパリになるまで

じっくり焼いてね

OpenCampus
参加

　今年度より室員となりました御輿真穂です。WTT 第
Ⅰ期として岡山大学に着任してから５年が経ちました。
WTT教員時代から男女共同参画室にはお世話になってき
ましたが、これからは違った形で貢献できることをうれ
しく思っています。早速おかやまサイエンス・トークに
（演者ではなく室員として）関わる機会があり、不思議な
気分ですが楽しみでもあります。これまでのバックグラ
ウンドを活かしつつ、幅広い視点で取り組んでいきたい
と考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

御輿　真穂　助教
大学院自然科学研究科（理）

　坂口先生の後任として、今年度から男女共同参画室員になりまし
た。岡山大学に転勤して21年目になり、WTT関係委員などの経験
はありますが、室員としてはまったくの新人です。これまで“植物遺
伝資源の多様性”をキーワードの一つとして研究してきましたので、
作物におけるダイバーシティーの重要性については講義などでも力
説しているところであります。岡山大学もいろんな意味で多様性を大
切にし、さらに多様化を進める必要があると感じています。男女共
同参画室の新人として、「行うは難し」で棚に上げるのではなく、少
しでも貢献できればと考えております。よろしくお願いいたします。

加藤　鎌司　教授
大学院環境生命科学研究科（農）

新室員紹介 新室員紹介

今年も男女共同参画室は、
理系の魅力を女子高校生の
皆さんに紹介します！

❷❶

8/7-8
11：00−16：00

大学会館１F
総合案内センター

パリパリに仕上げるコツは最初に油をひかないこと。
ニンニクを入れてもおいしいよ！

　労働者の仕事と子
育ての両立を積極的に支援す
る企業の証として、次世代認
定マーク「新くるみんマーク」
を取得しました。平成22年度
の認定に続き、2度目の認定と
なります。（平成27年6月19日交付）

「新くるみんマーク」取得

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

Information
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